
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

＜大阪府方面委員制度をささえた供養施米＞ 

日時：２０１６年１１月１５日（火）18：30～20：20 
会場：大阪ＹＭＣＡ会館９０２号室 
司会：福島 眞一メン 
担当：２班（只野、福島、工藤、北村、小坂井） 
１．開会宣言         丹 吾  礼 会 長 
２．ワイズソング          一 同 
３．ゲスト紹介           司 会 者 
４．聖句朗読・メッセージ      工 藤 義 正 メ ン 
５．食前感謝            工 藤 義 正 メ ン 
６．晩餐と歓談        一 同 

７. ゲストスピーチ          大阪歴史博物館 

飯田 直樹さん 

８. 臨時総会 

９．インフォメーション           岡 野 泰 和 書 記 

10. ファンドオークション        只 野 未 来 メ ン 
11．ＹＭＣＡニュース             小路清一連絡主事 
12．誕生日・結婚記念日        丹 吾  礼 会 長 
13. ニコニコ             司 会 者 
10．ＹＭＣＡの歌        一 同 
11．閉会宣言        丹 吾  礼 会 長 

 

例会プログラム 11月 

THE Y’S MEN’S CLUB OF OSAKA TOSABORI 
OSAKA Y.M.C.A. CROSS CULTURAL CENTER 

                         1-5-6 TOSABORI, NISHI-KU, OSAKA, JAPAN, 550-0001    http://osaka-tosabori.wix.com/tosaboriys 
 

To acknowledge the duty that accompanies every right 
 

求めよ、そうすれば与えられるであろう。捜せ、そうすれば、見いだすだろう。門をたたけ、そうすればあけて

もらえるだろう。すべて求める物は得、捜すものは見いだし、門をたたく者はあけてもらえるからである。 

マタイによる福音書 第7章7～8節 

聖 句 

映像との付き合い方 

工藤 義正 

 
奈良市在住の私は真夏の夕暮れ時、近鉄奈良駅から東へ坂

を上がった東大寺参道への曲がり角で数十頭もの鹿たちが歩

道ばかりか交通量の多い道路にはみ出して蟠踞しているのを

知っていました。ちょっと異様な光景です。（現在は鹿が居座

らないように構築物で塞がれました） 
ある時、You Tubeにその光景がアップされているのを見つ

け、それに対するコメントの多様さに驚きました。「平和な感

じでいいね」「日本は銃規制されているので・・」「もう自然

の中には住む場所がないのだろう」「鹿たちはもうこれ以上僕

らの森を破壊するのはやめてと抗議しているのだ」など様々

の意見がありました。 
インターネット環境が刻々と進む中、ＳＮＳを駆使して映

像を含む膨大な情報が瞬時に世界を駆け巡ります。「百聞は一

見に如かず」という諺がありますが、映像に対する感じ方は

受け手により随分違ってきます。“一見は百解を生む”のもま

た事実です。 映像の鹿たちはたぶん東大寺参道入口付近を

テリトリーにしているグループで観光客相手に出勤してお

り、森のねぐらに帰るまで、食べた鹿せんべいや草の反芻の

爲の１時～２時間程度の夕涼みタイムだったというのが真相

でしょう。 
このように世に溢れる普通の映像でさえ、その枠外の事情

が見えないと様々な解釈が生まれます。そのことを念頭に置

き、映像や情報と付き合いたいと思っています。 

●ク ラ ブ（主 題）  “ Give it a try! ” 
「さあ、一緒にやってみよう!」                     丹吾 礼 会長 

●国  際 （主 題）  “ Our Future Beings Today ” 
「私たちの未来は、今日から始まる」           ジョーン ウィルソン(カナダ) 

●ア ジ ア(主 題)   “ Respect Y’s Movement ” 
「ワイズ運動を尊重しよう」                 トン ミン シャオ(台湾) 

●西日本区(主 題)   “ Energizing Y’s Men’s Clubs with the Y’s spirit ! ” 
「ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を!」              岩本 悟(熊本にし) 

●中 西 部(主 題)   “ Think globally, Act locally ”  

「世界をみつめ、地域とあゆむ。」                西野 陽一(大阪高槻) 

主 題 

⑪ 
２０１６ 

１１月の強調テーマ〈Public Relations Wellness〉 

ワイズで―をＰＲして、ワイズメンズクラブの社会的認知度を高

めましょう！そしてＥＭＣやクラブ活性化に繋げましょう！ 
広報・情報委員長 



 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０月例会報告 

奥田 時夫 
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役員会報告          岩原 義則   

 
日 時：2016年10月25日（火）18：30～20：30 
場 所：奥田ビル３階 
出席者：丹吾会長、岩原、奥田、工藤、只野、永井、福島、水口 

 

10 月 

報告事項 

１．10月例会［10月18日（火）18:30～20：20  

大阪ＹＭＣＡ会館902号室］ 

プログラム「臨時総会・ＯＹＩＳ校長ジョン・マーフィ氏 

による『国際教育の意義』」 

２．10月例会会計報告・ファンド募金について 

３. ＥＭＣシンポジウム 10/1（土） 出席者：4名 

４. 会員異動 

５. 第2回中西部新年会実行委員会 10/7 

６．区報・メネット報等配布物について 

8月 9月は館外例会で、10月例会は大阪YMCA会館で

の例会である。たった 2 か月離れただけでも久しぶりの

雰囲気で、新鮮な気持ちとなった。招聘するゲストスピ

ーカーも今期に入って初めての方で、大阪YMCAインタ

ーナショナルスクール校長 ジョン・マーフィ氏を迎え、

講演をしていただいた。お話は、YMCAの精神論から入

り、VUCA worldは今、経済界では重要視されている言葉

であり、Volatility（変動性）Uncertainty（不確実性）

Complexity（複雑性）and Ambiguity（曖昧性）の頭文字を

とった言葉でブーカと呼ぶ。「今の世の中、社会経済環

境」を指す言葉としても使われ始め特に、2016年1月に

行われた世界経済フォーラム（ダボス会議）にて「VUCA
ワールド」という言葉がひんぱんに使われたため注目を 

 

ジョン・マーフィ氏に

よる講演 

通訳は小路さん 

貴重なお話ありがとう

ございました！ 
毎月のお誕生日は福島メン

のハーモニカでお祝い♪ 

浴びる様になった。OYIS ではすでに IB プログラムの導入を

している。学生は 3歳から 14歳までを範囲とし、IBプログラ

ムは厳しく高品質の教育を提供するために、学校と先生を支

援しそして、教育学とリーダーシップを向上させる専門の発

展を提供する。OYISでは今年幼稚舎の新築を行ったことで、

3歳児からの教育にも広がりを見せる。しかし、寄付金の集ま

りが芳しくなく、クラブ員皆様に支援のお願いをされた。  
茨木クラブ、EMC事業主査 清水真一ワイズのご紹介で、社

会保険労務士・田畑 豊様をお迎えした。大阪西クラブ畠平

雅生ワイズは、クラブ創立30周年周年例会のアピールをされ、

当クラブから多くのメンバーが参加の予定である。 

2か月ぶりのＹＭＣＡ会館

での例会でした 

〈訃報〉 

10月 11日火曜日に台北セントラルの蕭東浩さんが満 81歳で亡くなられたと台北セントラルクラブから連絡がありました。 
蕭さんは日本のワイズに『シャオさん』と呼ばれ、親しまれ、日台のワイズの交流にも貢献されてきました。 
最近は、ご健康を回復され、ご夫婦で例会にも参加されていたそうですが、残念です。ご冥福をお祈りいたします。 



 
 

 

 

 

 

 

１０月 ハンバットクラブ 活動報告 

韓国地域西部地方ハンバットクラブの 10 月例会を 10 月11 日
（火）17 時から大田のユソン(儒城)にある”ヨルメマウル※ 児
童福祉施設”で実施した。 

この日は福祉施設にいる子供たちの入浴と施設の掃除、食
事の奉仕を実施した。「毎年、私たちの施設を訪問して子供達
を励まし、一緒に遊んで下さるので子供たちが大変喜んでい
ます」とユージョンスン院長の感謝の言葉。ハンバットクラブの
金ジョンピル会長はアレキサンダー基金をユー院長に贈呈
し、金ジンチョルメンは暗い場所でも子供達がはっきりと見るこ
とが出来る蛍光時計を、呂ドウホンメンはジュース類を提供し、
一層意味ある例会行事となった。 

ハンバットクラブは 11 月11 日に老人福祉施設を訪問し、キ
ムジャン奉仕※をすることを決定し、10 月例会を締めくくった。 

※「ヨルメマウル」は「実りある村」、「キムジャン」は「キムチ作
り」の意 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[IBC-Korea Samda club] 

韓国済州発 [4]  IBCの心遣いに思う。 
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土佐堀クラブの６５周年記念例会が開かれたのが４月

２日。あれから７ヶ月が過ぎようとしている。記念例会の

開催準備で最も貢献した若手メンバーへと、IBC から託さ

れた記念品。記念例会の余韻覚めやらぬ４月半ばに発生し

た熊本地震。想像を絶する被害状況に驚き、急遽、クラブ

内で募金を募り、熊本の復興に役立ててほしいとメッセー

ジを添えて IBC から送られてきた支援金。いずれも、「思

いやり」という言葉だけでは片付けられない、強く心を強

く打つものであった。IBCを持てる幸せを感じると同時に、

こんなことを考え始める。海を挟んで互いに行ったり来た

りして、一緒に食事や観光を楽しむ。それはそれなりに意 

義あることであると思うものの、果たして、それだけでよ 
いのかと自問自答をしてみる。土佐堀クラブがこの数ヶ月

の間にIBCから受けた恩恵に報いるためには何をすればよ

いのかと。記念例会の会場で土佐堀クラブがIBCから受け

取った「祝賀牌」のことを思い出し、YMCA 会館の10階へ

足を運ぶ。綺麗なケースの中に収められた牌は木製のブッ

ク形式になっていて、開くと縦21ｃｍ、横35ｃｍになる。

左側に韓国語、右側に日本語で祝辞が書かれている。「ア

ジアを越え、世界に躍進する土佐堀クラブのリーダーシッ

プに尊敬と讃辞を送る」とあり、「今後とも IBC クラブと

して、より厚い協力を続けて行こうという意味をこの牌に 

示し贈る」で結ばれている。IBC の心からの思いが滲み出

ている。このようなIBCの誠意に応えるにはどうしたらよ 

いのか。「ありがとう」のひと言ことだけでは片付けられ

ない。交流を担当する一員として大きな宿題を課せられた

ような気がする。（岩田 晋記） 

[IBC-Korea Hanbat club] 

韓国韓国大田発 

 10 월 한밭클럽 활동 보고 

한국지역 서부지구 대전지방 한밭클럽의 10월 월례회를 

10월 11일(화) 17:00시에 대전 유성에 있는 열매마을 

아동복지시설에서 실시하였다. 

이날은 복지시설에 있는 아이들의 목욕과 시설 청소, 

식사봉사를 실시하였다. 유정순 원장은 "매년 저희 

복지시설을 찾아 주시어 아이들을 격려해주고 같이 

놀아 주어서 아이들이 매우 좋아하고 있다"고 말하면서 

감사하다는 답례를 하였다.김종필 회장은 알랙산더 

三多クラブ、7 月例会の冊子の表紙 

真ん中に、2016－2017 年度李ヒョン

グン会長が提示されたクラブ標語が

ある。 

"함께 더 멀리" 

英語で表現すれば、 

"together further"〔(Let's go) together 

further (all across the land) !〕 

日本語に訳せば「（より開かれた心

で）、一緒に、さらに広い世界へ進も

う」とでもなるだろう。 



 
 

 

 

 

 

２０１６ –１１   ＴＯＳＡＢＯＲＩ     International & Letter        Page ４   
 
[International] 

 
ハワイからALOHA～♪  

～NAKAGAWA MASAYOのハワイ通信～ 
 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

アロ～ハ、みなさん、ハワイにたくさん野生動物がいま

す。私の住むオアフ島での最大の野生動物はなんと言って

も黒豚です。昔、人間が食料の為に連れてきたものが野生

化したのです。田舎の道にはかわいい子供たちを連れた

黒豚ファミリーがよく見られます。一番驚いた豚との遭遇

は、夜の 11 時頃フリーウェイを走っていたときのこと。我が

家へ向かってコオラウ山脈に通じる出口に出たときです。突

然、山の方からドドドーっと黒い物体が目の前を横切って行

った。ハヤッ！クマかあ！！っと一瞬思いました。このク

マ、いや、ブタですが、冬場は受難の季節です。それはハ

ンティングが解禁になるから。裏山から、時々聞こえてくるド

ーンという猟銃の音。うちの庭にハンターが迷い込んできた

こともありました。ここもアメリカ、銃社会なんだなーと嫌な気

持ちになりました。他にチョロチョロとよく見る小動物はマン

グース。ファミリーでうちの庭にもよくやってきます。ネズミ退

治のために、昔連れてきたらしいですが、夜行性のネズミと

違って彼らは夜は寝ている。残念ながらなんの役にも立ち

ませんでした。マングースと言えば、沖縄ではハブとの対決

ですが、みなさん、ハワイには蛇がいないってご存知でし

た？貴重なハワイの野生の鳥たちを守るため、ハワイ政府

が徹底的に除去しています。ハワイ州に蛇を持ち込むこと

は重大な犯罪となりますので気をつけてください。 

 さて、ハワイにはたくさんのカラフルな鳥がいますが、最

大の鳥はなんと言ってもクジャクです。山に近い住宅街で

は野生のクジャクがウロウロしています。車で走るときは、野

良猫の飛び出しではなく、クジャクの飛び出し注意です。 

ガレージの中に迷い込んできたこともあります。また裏がジャ

ングルの庭では、小鳥のさえずりどころではありません。 

ゆっくりと寝たい日曜日の朝なんて「やかましい！」と言いた

くなる大合唱です。春になると、ウグイスたちもよく鳴いていま

す。ミシシッピ州に住む義妹がお土産に木製の小さなバード

ハウスを持って遊びにきました。鳥の餌もセットで付いていて

オシャレ！早速、餌を入れて庭の木に吊るしてみました。「か

わい～い！」と、鳥を待つこと約 5 分。そこに見た光景は、さ

ながらヒッチコックの「鳥」のよう…。アッと言う間に餌は食べら

れてしまいました。そこで気がついたのです。ハワイでは木

にバードハウスなんて吊るしている人はいない。これは寒い

冬がやっと明けて、庭に一羽の小鳥がやってきて春が来た

んだ！と喜べるミシシッピや大阪の人たちのものだったので

す。 

最後に、我が家に沢山いる可愛らしい野生動物を紹介しま

す。それはゲコーと呼ばれるヤモリたち。家中のあちこちに

おり、カーテンなんかを勢いよく閉めたら頭の上にポタッと落

ちてくることも…。彼らは、虫を食べてくれる家の守り神。ハワ

イの人たちは大切にしています。チッチッと可愛らしく鳴きな

がら、自分のテリトリーを守っているらしい。彼らに名前まで

つけている人がいますが、私たちはそこまでやっていませ

ん。 

[Letter] 

熊本☆ましき通信          秋田 正人  

熊本では避難所が閉鎖され、仮設住宅やみなし仮設住宅

などへ居住形態が変わっていっているところです。そんな

中、益城町総合体育館の避難所、御船町スポーツセンター

の避難所は 10 月３１日（月）で閉鎖されることが決まっていま

す。「笑顔で支援、笑顔で見送ろう！」を合言葉に、気持ちよ

く次の生活に踏み出していこうとしている皆さんをサポートし

ていきたいと考えています。 

平行して１０月に入って、仮設住宅やみなし仮設の支援を進

めるため、支え合いセンターというのが設置されました。これ

は阪神大震災のときにはなかった組織です。中越地震のと

き、ある社会福祉法人が行ったコミュニティサポートや、仙台

である団体が行っていた地域福祉のワンストップサービスを

ベースに作られてきた組織です。そして益城町・木山仮設団

地の支え合いセンターは、熊本 YMCA が運営することとなり

ました。これまでと違った人たちと地域を形成し、共に助 

け合いながら地域を創っていく。仮設住宅は２年間設置され

ますので、基本的にはその間、私たちがその地域のお手伝

いをすることになります。皆さんのボランティアでの来訪をお

待ちしています。 
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10 月 8 日、土曜日・天気予報は「午前中は曇り、昼頃か

ら雨」。大阪から長浜へ向かう電車の窓からは景色を見ても

気になるのは空ばかり。それでも、長浜駅に降り立つ頃には

薄日も差し、まずはホッと安堵。びわこ部会は琵琶湖汽船・

ビアンカを借り切るという豪華版。目玉は「竹生島散策」。

12 時出航と同時に部会開始。部会参加者は 146 名。遠くは

金沢・熊本から。第一部の式典はほぼ他部会と同じようなプ

ログラム。。第二部の島散策は40分。休日の島は観光客で

大賑わい。随所に立てられた「ゴミはお持ち帰り下さい」の

標示板が環境美化を訴える。 

[Osaka YMCA International School (OYIS)] 

OYIS PROFILE ④ 

[Report] 

秋の湖上にY’s旗揺れて ―びわこ部会― 
岩田 晋  

  
第三部、船上懇親会はバイキング方式。通常の昼食時間

はとっくに過ぎ、性急なおなかが食事をしきりに催促。ア

ーステイックバンドとバンジョーのコラボが場を盛り上げ

る。アピールタイムでは、なかのしまクラブが来年 2 月の

20th AnniversaryへのPR。これには西野中西部長と奥田メ

ン、岩田も前に出て加勢。デザートに数度挑戦。「もう一

度」と思ううちに船は予定より早く 15 時 40 分に長浜港へ

到着。曇りがちの天候のため、「湖上の景色を満喫」とま

では行かなかったものの、ゆったりとした船上での部会は

楽しいクルーズのひと時でもあった。ホストクラブを務め

た彦根ワイズメンズクラブに感謝の意を表したい。 
 

「ゴミはお持ち帰り下さい」の標識 琵琶湖汽船・ビアンカを貸切でとても豪華！ 

今年度のOYIS・PTAは、学校の教育環境を整え、子どもたちがより充実した内容の教育を受けられるためのファンド・

レイズ（募金活動）を精力的に実施しようと、色々な企画を打ち出されています。前回の中古ハロウィン衣装即売会に

続いて、今回はサイズが合わなくなった冬着やブーツの無料リサイクルで、善意の寄付をお願いされています。ポスタ

ーも飾り付けも、すべて保護者の皆さんの手作りです。 
文責：SK生 

Dear OYIS Parents and Caregivers, 
 
 
What:All Winter clothing is now available free 
Os charge in the Cold Weather Gear  
Shop(please consider a donation to the OYIS 
PTA but it is not necessary.) 

OYIS保護者各位 
 
Cold Weather Gear Shopがオープンしました！ 
全アイテム無料ですので、ぜひお立ち寄りください。 
（PTAへの寄付もご検討よろしくお願い致します。） 
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18日 岩原 義則    26日 奥田 サト子 

▽１１月のお誕生日 
 3日(木・祝)とさぼりカーニバル      大阪YMCA 
15日(火)クラブ例会            大阪YMCA 
内容：「大阪府方面委員制度をささえた供養施米」について 
23日(水・祝)YYYフォーラム・YMCA大会    大阪YMCA  
22日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
22日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

▽１１月の結婚記念日 

3日 奥田 時夫・サト子  10日 永井 温子・忠雄  

24日 水口 美里・久美子  25日 小坂井 義文 
▽１２月の予定 

ＹＭＣＡニュース 

▽１１月の予定 

2日(金)クリスマスチャリティーコンサート 大阪YMCA 
20日(火)クラブ例会(18:30～)        大阪YMCA 
    内容：合同クリスマス例会（予定） 
27日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
27日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

１０月例会出席者数 
メンバー    11 名 

広義・功労会員 0 名 

メネット    2 名 

コメット    0 名 

ビジター・ゲスト 4 名 

出席者合計   17 名 

１０月例会出席率 
会員例会出席者 11 名 

メーキャップ 2 名 

合  計   13 名 

現会員数   20 名 

出席率対象数 17 名 

出 席 率     76.4％ 

B F 
切 手      0pt 

現 金       0pt 

 

 

         

今期合計     0pt 

ニコニコ 
10月分   11,000円 

 

 

 

 

今期合計  33,000 円 

TOSファンド 
 10 月分   17,500 円 

今期累計  43,115 円 

 

      

 

残高合計  1,269,676円 

＜今月の題字写真＞ ニシアフリカコガタワニ 
ニシアフリカコガタワニ は虫類 ワニ目 クロコダイ

ル科 アフリカ大陸中西部に生息。小型のワニで最大全長

約 2m。口吻が短く、吻端は反りあがる。主に熱帯雨林内

の淡水域に生息し、陸棲傾向が強い。肉食性で魚類、両生

類、甲殻類等を食す。卵生で雨季の終わり頃に 10～20 個

産卵し、約 3ヶ月で孵化する。生息域破壊のため個体数は

減少している。     

（撮影・文 奥田時夫） 

＜編集後記＞  
今回は私事でブリテン原稿依頼の発信が遅れてしまい、メ

ンバーに迷惑をかけたのも関わらず、皆様ご協力ありがと

うございました。記事を集めるのは大変ですが、記事を 

1 番に読める特権はブリテン編集長の特権だなと思う今日

この頃です。             （只野 未来） 

「一緒に活動しよう！の心と、一緒に活動したい 
 と思ってもらえるようなクラブづくりを」 
 

9月 11日に北京都フロンティアワイズメンズク

ラブチャーターナイト（加盟認証状伝達式）に参

加しました。昨年開校した京都ＹＭＣＡ舞鶴社会

福祉専門学校の支援のために、地元北京都の若く、

ＹＭＣＡやワイズメンズ運動に賛同される方で結

成されました。一人の移籍者もなく新クラブを設

立されたことに、新しい流れを感じました。 
さて、新しいメンバーを誘う時はどのような感

情をお持ちでしょうか。ワイズメンズクラブって

面白いところだということを伝えていきましょ

う。「一緒により良い社会を作ろう」「一緒にこの

活動を支援しよう」「もう少し活動を知ってほし

い」と胸を張れるクラブにしていきましょう。 
先日、功労会員の今村メンに会いに行きました。

夏に参加した国際大会の話を中心に２時間も話し

込みました。例会には出席できないけれども心は

ワイズにあり！と感じました。 

■第283回 早天祈祷会日時 

日時…2016年11月18日(金)7:30～8:30  

証し…藤田 りかさん 

（大阪ＹＭＣＡ国際専門学校日本語学科 スタッフ） 

場所…大阪ＹＭＣＡ会館 １０階チャペル 

■2017 ＹＭＣＡカレンダーを販売いたします！ 

皆様からのお申込みをお待ちしております。 

・1部 880円（税込） 

・お申込み、お問い合わせは、下記までお願いいたし

ます。 

大阪ＹＭＣＡ本部事務局 美濃出・前田 

ＴＥＬ：06-6441-0894 ＦＡＸ：06-6445-0297 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@osakaymca.org 

■大阪ＹＭＣＡ大会2016 

日時：2016年11月23日（水・祝） 

場所：大阪ＹＭＣＡ会館（土佐堀） 

・Ｙアクターフォラム    10：00～12：00 9階 

・Ｙアクショングループ代表者会議  

12：00～13：20 3階 

・Ｙボランティアの集い   13：30～15：30 2階 


